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地域・在宅看護論実習Ⅱ 動画配信授業視聴課題【要提出】 

■動画視聴日  月  日 （  曜日）【提出期限】10 月９日（木）必着 

学籍番号（        ）  学生氏名（              ） 
 

【課題】次の文章①～㊿の(空欄)を裏面の【語群】から選び記入せよ。（黒ボー  

ルペン書き） 

１.訪問看護の利用者は脳血管疾患を含む①（        ）の疾患が多い。 

２.指定訪問看護ステーションの管理者は、②（      ）・助産師・看護師と規定され

ており、開設には常勤換算で ③（    ） 人以上の看護職員を配置することが定め

られている。 

３.地域・在宅看護のサービスを提供する場は、訪問看護事業所、医療機関、 

④（            ）がある。 

４.介護保険の被保険者は 40 歳以上で、さらに⑤（     ）歳以上の⑥（      ）

被保険者と⑦（     ）歳の医療保険加入者の⑧（      ）被保険者に分け

られる。 

５.介護保険は、被保険者の⑨（      ）状態または⑩（      ）状態に対し 

 て保険給付されるものであり、保険給付には⑪（      ）給付と⑫（      ）

給付がある。 

６.在宅看護の原則は、⑬（                   ）を尊重し、個々の 

⑭（            ）を尊重することである。 

７.地域包括支援センターの⑮（            ）には、総合相談・支援業務、

⑯（         ）、包括的・継続的ケアマネジメント支援業務、地域ケア会議推進 

 事業、在宅医療介護連携推進事業、認知症総合支援事業、生活支援体制整備事業がある。 

８.介護給付には、⑰（        ）サービスと⑱（         ）サービス、 

⑲（             ）があるが、予防給付には施設サービスはない。 

９.介護保険制度において、⑳（       ）は介護給付の施設サービスに含まれる。 

10.地域・在宅看護は地域で生活する人々を中心に、保健・医療・㉑（      ）の 

専門職と近隣住民やボランティアなどの㉒（            ）な人々との 

チームアプローチである。 

11.介護している家族が社会資源などを利用し、一時的に療養者から離れる時間を確保する 

ことを㉓（            ）という。 

12.現状において、在宅で療養する人は、㉔（       ）が多く、㉕（       ）、 

パーキンソン病、精神疾患などが多い。 

13.使用しなかった麻薬は速やかに処方された㉖（        ）に返却する。紛失し 

た場合も医療機関に連絡を入れ指示を受ける。 
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14.在宅酸素療法の目的は㉗（         ）の向上、㉘（         ）を 

図り、種々の㉙（       ）を防ぐ、入院期間の短縮を図り㉚（       ） 

が送れることである。 

15.在宅酸素療法の適応は、動脈血酸素分圧が安静時㉛（    ）Torr 以下の者および 

動脈血酸素分圧が㉜（    ）Torr 以下で、睡眠中や㉝（        ）時に 

著しい㉞（        ）を来す者で医師が在宅酸素療法を必要であると認めた者 

などである。 

16.在宅酸素療法では低酸素血症、㉟（         ）、㊱（         ） 

などに注意が必要である。 

17.在宅人工呼吸療法には㊲（                         ）と 

非侵襲的陽圧換気療法（NPPV）がある。 

18.訪問看護においても 感染症の防止のため㊳（                ）が 

基本である。 

19.皮下埋め込み式の㊴（                ）では、ポートを埋め込み 

ヒューバー針を穿刺し輸液を行う。 

20.在宅中心静脈栄養法のカテーテルによる合併症・トラブルとして、㊵（       ）、 

㊶（      ）、㊷（       ）、㊸（        ）などがある。 

21.褥瘡発生の予測スケールには、㊹（                     ）、 

㊺（         ）、㊻（             ）などがある。 

22.特別訪問看護指示書は、㊼（         ）や終末期などの場合に交付される。 

【月に 1 回、有効期間は指示日から最長㊽（      ）日間】 

23.要支援、要介護であっても、精神疾患を有する療養者に対して精神科を標榜する保険医 

療機関の精神科を担当する主治医からの精神科訪問看護指示書が出た場合は、 

㊾（               ）の対象となる。 

24.終末期の療養者の在宅ケアでは㊿（     ）時間必要な時に訪問看護が受けられる 

体制を整える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【語群】 2.5  ２   65   40～64   55   60   14   24  75 

第 1 号   要介護   要支援   介護   予防   第 2 号   K 式スケール  

循環器   療養者の自己決定   介護保険   医療保険   在宅中心静脈栄養法 

保健師   ライフスタイル    レスパイトケア   スタンダードプリコーション 

介護保険施設    包括的支援事業    地域密着型サービス    権利擁護業務 

位置異常  高齢者  成人  気管切開下間欠的陽圧換気療法（TPPV）   急性増悪 

ブレーデンスケール   CO2 ナルコーシス    OH 式スケール    呼吸器感染症 

施設    居宅   介護医療院    福祉   インフォーマル   フォーマル 

脳血管疾患   血栓    医療機関    空気塞栓    感染    低酸素血症 

QOL・ADL    低酸素の予防・改善     臓器障害    在宅生活    運動負荷 

※課題の返却はないのでコピーを保管しましょう。 
※この課題提出をもって【実習Ⅱ動画配信授業】の出席とみなします。 
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